
2024年度 医療的ケア児の保育支援者実践研修

“ちがい”をこえて育つ
インクルーシブ保育

問い合わせ先

ＮＰＯ法人 オリーブの実
（インクルーシブ保育研修事務局）

担当 佐々木

〒524-0022
滋賀県守山市守山六丁目８番15-1号

TEL:０７７-５９９-１４０１
📧 ：npoolivenomi@gmail.com

無料

定員： ７０名（実習を伴うため、定員を設けさせていただきます）
→ 各日程３５名程度、多い場合は日程調整をお願いする場合があります。

締切： 令和６年１０月２３日（水）
（定員の範囲内で期日後も申込を受け付けることがあります。）

会場： 日程/キラリエ草津・ 日程/ウィングプラザ栗東
※日程によって会場が異なりますので、ご注意ください。
（会場での参加が難しい場合はZoomによる参加も可能です。）

日程： 裏面をご覧ください
令和６年１１月９・１６日又は令和７年１月１１・１８日に座学研修
と別日で実習を行います。ご都合の良い、いずれかの日程にご参加下さい。
実習の日程については後日調整させていただきます。

対象： 県内の保育施設・こども園の保育者・看護師、保育行政担当者

申込方法：Googleフォームからお申込みください（右記ＱＲコード）
※電話連絡による申込も可能です
〈メール等により受講決定をお知らせします。〉

インクルーシブ保育は、こどもの年齢や国
籍、障がいの有無にかかわらず、すべての
こどもたちを同じ場所で受入れ、こども一
人ひとりに合わせた色々な保育ニーズに対
応して行う、多様性のある保育です。
こどもにとっても、働く親にとっても生活
圏内の身近な保育施設でのインクルーシブ
保育の導入が強く求められている中、滋賀
県の委託事業として知識・技術・連携につ
いて人材育成を目的とした研修（このチラ
シ）と保育現場の課題への対応をともに考
えるアドバイザーの派遣等（別途案内）を
実施します。

県委託事業

医療的ケアの必要な子どもたち・必要でない子どもたちの遊びなど、
交流を通じて当たり前な日常のインクルーシブを目指します。

〈NPO法人オリーブの実では、すまいる・あくしょんに取り組んでいます。〉



実

習

期間：令和７年１月２０日（月）から２月７日（金）の平日
会場：守山保育園又は、栗東保育園
内容：医療的ケア児の保育・インクルーシブ保育の実施

実習日・実習会場に関しましては、希望日をお伺いの上調整させて頂き、
後日ご連絡させて頂きます。

内容：講師/熊田知浩氏（くまだキッズファミリークリニック院⾧）
「医療的ケア児の理解」と「地域における医療的ケア児の実情」について

講師/柳原光江氏（草津市こども未来部幼児課相談員）
「医療的ケア児に関する市町の現状」について

講師/園田千鶴氏（重症心身障がい児者・医療的ケア児支援センター）
「地域における医療的ケア児の支援の実態」について

講師/戸次佳子氏（東京福祉大学・大学院保育児童学部准教授）
「インクルーシブ保育の実現に向けての取り組みと課題」について

２
日
目

内容：講師/⾧谷川久子氏（びわこ学院大学非常勤講師）
/本田純子氏（さくらばさまこども園保育士）

「インクルーシブ保育と医療的ケア児の保育、県委託事業の相談を利用してみて」

講師/森本佳子氏（オリーブ守山保育園保育士）
「インクルーシブ保育における保育の実際」について

講師/永崎博司氏（オリーブ守山保育園調理師）
「インクルーシブ保育における厨房の役割と実際」について

講師/青山理沙氏（オリーブ守山保育園看護師）
「インクルーシブ保育における看護の役割と実際」について

講師/角野めぐみ氏（NPO法人オリーブの実 理事⾧）
「地域が目指すこれからの未来」について

医療的ケア児のご家族様からのメッセージ（2名）

座⾧・進行役

三宅 志乃
（株式会社びわこナーシング看護師）

※ やむを得ず研修内容を変更することがあります

A日程：

１
日
目

B日程：

令和６年１１月９日(土)・１１月１６日(土)９：３０～１７：００（キラリエ草津１階）
アクセス：駅東口から徒歩５分、駐車場あり駐車券は必ずご持参ください。

令和７年１月１１日(土) ・１月１８日(土) ９：３０～１７：００（ウィングプラザ栗東）
アクセス：駅東口から歩道橋で徒歩３分、駐車場あり駐車券は必ずご持参ください。

※各施設駐車場の台数に限りがございますので、出来る限り乗り合わせ・電車でのご来場をお願いします。


